
◆体育会→日常 
 5月１６日（土）、晴天の中、令和８年度篠栗中学校体育

会を開催し、多くの保護者及び地域の皆様にご来校い

ただきました。暑い中、誠にありがとうございました。保護

者の皆様には、フォームによるアンケートにもご回答いた

だき、生徒や教職員の姿に対する評価や運営面でのご

意見等をいただきまし

た。「中学生のハツラツと

した姿に感動しました。」

「中学生の活気や迫力に

元気をもらいました。」な

ど、生徒も教師もうれしく

なるお言葉を多くいただきました。また、「さらなる熱中症

対策の必要性」や「限られた観覧スペースの譲り合いを

奨励する工夫」など、次年度の体育会に向けた改善の視

点もいただきました。これらの貴重なご意見等をもとに、

次年度に向け、改善を図って参りたいと思います。 

  

４月以降、この体育会の取組を軸に生徒も教師も学校

づくりに取り組んで参りました。この間、ブロック制による

生徒主体の取組の中で、互いに助け合い、高めあう様子

が随所に見られました。生徒からは「体育会の取組を日

常につなげよう」との呼びかけが聞かれ、学校生活の向

上に結び付けて自律的に取り組み方を改善する姿が見

られました。また、教師

にとっても、本年度の学

校経営の重点目標の

達成に向けた指導及び

支援のベクトルを揃える

よい機会となりました。 

 

 体育会を終えた今、日々、様々な課題解決に取り組ん

でいます。各学年とも、学年主任を中心に機を捉えて学

年集会を行い、課題を共有し、生徒と教師が一緒になっ

て課題解決に向かう「節目」を設けました。その中では、

「正対して話をき

くこと」や「気持ち

の よ い あ い さ

つ」、また「相手

意識をもった行

動」などが行動目

標として確認され

ました。これらの

行動目標は、本

校で受け継がれ

る「篠中五箇条」

の中に記されて

いるものであり、

体育会の取組と日常をつなげる上で改めて立ち返り、自

身の姿を省みる指針として生かしていきたいと思います。 

 

◆篠栗中学校の学び 
  篠栗中学校では「主体的・対話的で深い学び」の実

現のため「学びの共同学習」を実践しています。 

「主体的・対話的で深い学び」というのは、教師が一方

的に教えるのではなく、生徒同士が学び合うことによって、

より深い学びをしようということで、この学び方を「学びの

共同学習」といいます。これは、篠栗町内の小中学校全

体で進めている学習です。 

生徒たちが社会に出ていく頃には、学校で共通に身

に付けた知識や技能だけでは太刀打ちのできない問題

がさらに増えていくことが予想されます。そんな時代を生

きる子供たちには、問題の状況を判断して必要な情報を 

取り出し、それらを統合し、他者とコミュニケーションを図

りながら、協働的に問題を解決する資質や能力が必要に

なります。 

このような生徒に立ちはだかる課題を乗り越えるには

学びの共同学習の土台となる『生徒による学び合い』 が

必要となります。 

 篠栗中学校では、学びの共同学習を実践することで 

① 自律の力（自分を導く力）をもった生徒の育成 

② 尊重の心（周りを支える力）をもった生徒の育成         

をめざします。そのために、全職員が学びの共同学習を

軸とした授業づくりに日々奮闘中です。 

 

５月２８日（木）に「共育研修会」を実施し、九州学びの

会会長の藤木文博先生よりご講話をいただきました。そ

の中で、日常的な授業改善を図る際、「授業の方法論で

はなく、子どもの学びが生まれた事実を語れる学校へ」と

いうアドバイスをいただきました。今

後は、生徒の学びの姿から、授業改

善の糸口を探っていき、篠栗中学校

における「学びの共同学習」の在り

方を追求していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆Facebook もご覧ください 
  生徒の日常の様子や行事の様子等を随時

Facebook で発信しています。以下の二次元コー

ドからご覧いただけます。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６
3年生 １９１名

生徒数 ５７９名

篠 栗町 立篠 栗中 学校

校 長 岩 村 慶 悟

１年生 １７９名

2年生 ２０９名

篠中 Facebookは

こちらから 


